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民間企業のi-Construction先進事例
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はじめに

3 4

i-Constructionの適用事例

【R3 i-Con大賞 優秀賞】
相鉄・東急直通線、新横浜駅他工事の動画紹介（2分）

【紹介技術】

・360度画像管理システム
「Openspace」

・クラウドを用いた図面一元管理
システム「BIM360docs」

・VR・ARシステム
「UnityReflect」

・簡易点群取得システム
「スマートフォンLiDAR」
※以下スマホ
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DXにおける問題点
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DXにおける問題点

DXで生産性向上を進めようとしているが・・・

本当の意味での最前線現場のニーズを把握することが大切！

（例）

本社や技術専門部署 モデル現場（大現場） 水平展開が困難

ICTの活用試行 ・現場のニーズとのズレ
・ICT導入にはコストがかかる
・現場主体でないので消極的

アピールだけで終わっている事例

目指すはガラケーからスマホへの変革
※便利なものは確実に広がる！

現 場

（今回の例）

・こういう技術を導入したい
・開発中のものを試行したい

・現場で困っている
・非効率の事象
・このICTを使いたい

本社や技術専門部署

（ICTの活用試行）
試行結果を
フィードバック

他現場へ水平展開

・現場のニーズを反映したもの
・低コストなもの
・現場主体なので積極的
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建設現場における問題点（具体的なニーズの把握）

実際に現場巡回しながらの安全・品質管理 ⇒「巡回したﾀｲﾐﾝｸﾞの限られた視点での安全・品質管理」
「リモートワークが困難」

膨大な設計図面と変更に伴う最新図面管理 ⇒「旧図面による施工での品質不具合発生と非効率な管理実態」

3次元モデルの活用は精通した職員しか使用できない ⇒ 「現場で3次元モデルを十分に活用できていない」

現地に行かないと現場の詳細状況が把握できない ⇒ 「遠隔地からの移動により時間ロスが発生」

工事全体の現場状況の記録 ⇒ 「記録内容と方法が個人で異なる」「記録の漏れ」
「膨大な記録データから必要な写真を探す非効率性」

従来の管理では

ICT（デジタルツール）の活用によって問題解決を提案

様々な問題点

キーワード：時間短縮と負担軽減・効率化
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建設現場における問題点

ICT活用における大目標（２つ）

１．発注者・受注者双方の生産性向上策であること

２．すぐに導入可能※で、かつコストパフォーマンスが高い技術
を優先的に探し導入する。
※時間を要する独自開発システムは除外

360度画像管理システム
（OPENSPACE）

図面管理システム
（BIM360docs）

VR・ARシステム
（UnityReflect）

簡易点群取得システム
（スマホ：LiDAR）

上記、４つのシステムを組み合わせて導入することにより問題を
解決した。
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３
360度画像管理システム

（Openspace）
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360度画像管理システム（Openspace）

360度カメラとモバイル
端末のアプリで現場を撮影

システムの画像処理プログラム
で自動で360度写真を整理し

図面上にマッピングする。

遠隔地から仮想現場巡回が
でき、いつでもどこからで
も進捗を確認することがで
きる。

Openspaceとは？
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360度画像管理システム（Openspace）
建設現場では、このような悩みを持っていました

現場になかなか行くことができない
→現場状況を把握する手段が写真しかない

【課 題】

現場写真を撮っても、撮影したい箇所が上手く
写っていない

現場への具体的指示が伝わらない

遠隔地から、いつでもモバイル端末で現場の作業状況や施工
進捗を確認できる。

360度カメラなので撮り漏れがない。動画から画像を生成して
くれるので短時間で撮影できる。

メモ機能で画像に直接具体的な指示が記入できる。

過去の現場状況を知りたいが膨大な写真から探
すのが手間

登録しておけばカレンダーから必要な写真だけを時系列で探
すことができる。

【解 決】

①工事の平面図登録 ②撮影開始～撮影登録

撮影箇所の平面図を登録

アプリの図面上の撮影開始地点を指定して、あとは
自由に歩いて動画撮影。動画をクラウドにアップす
れば終了。撮影時間は、わずか1分～15分程度

③自動的に360度画像配置

AIが収集画像から自動で撮影位置を特定し図面
上に自動マッピングしてくれる。
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360度画像管理システム（Openspace）
建設現場の見える化（撮影時間短縮と効率化）

2週間前 現在 1年前 現在

【建設現場の見える化】

・遠隔地から現場の現況が容易に確認できる。

・工事記録が360度画像データで保存できる。

・時系列比較により進捗確認が容易

・カレンダーに自動保存されているのでデータ整
理不要で過去の状況確認が容易
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360度画像管理システム（Openspace）
システムを利用した施工管理の高度化

BIMモデル

BIMモデル

登 録

360度画像 3Dモデル

360度画像 3Dモデル

あらかじめ該当箇所のBIMモデル（３Dモデル）を登録することで360度画像
とBIMモデルとを比較することができる。施工中の段階チェックや設計、施
工との差異をシステム上で日々把握することが可能。

15

360度画像管理システム（Openspace）
遠隔地からの巡回による安全・品質管理の高度化（効率化）

・システムを利用することにより移動時間大幅削減往復3時間
＋1時間巡回

現場（新横浜）

クラウド遠隔巡回30分 撮影：3分

従来

（京橋） ・関係者間で指摘事項の情報共有

・指示漏れや伝達不足による事故防止

・簡単に指摘伝達でき是正確認が可能
16

360度画像管理システム（Openspace）
LiDAR機能との連携（簡易３D点群の記録）

2D画像3D点群

3D点群

埋設物の可視化

配筋箇所

自動紐づけ

【３D点群データの関係者共有】

・施工段階における点群データをリアルタイム
で関係者と共有し施工管理に活用。

・２D写真と自動紐づけされるため点群または
写真自体の寸法計測がシステム上で可能。

・点群データの記録により施工段階での簡
易チェックや点群記録保存が可能となった。
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４

図面管理システム（BIM360docs）
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図面管理システム（BIM360docs）

BIM360docsとは？

クラウド環境で図面を一元管理するシステム
プロジェクト関係者間相互の安全で円滑な情報共有が可能
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図面管理システム（BIM360docs）
２D図面・３Dモデルのサポート

・いつでもどこからでもプロジェク
トへアクセスでき常に最新版図面の
確認が可能。

・専用ソフトなしで２D図面、３D
モデルの表示が可能。直感的に操作
できる。
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図面管理システム（BIM360docs）

３Dモデル活用、イメージ共有が容易（効率化）

・工事内容が複雑な詳細設計や施工計画検討の効率化
・地元説明など第三者への工事説明、工事関係者への調整資料

従来の２D図面から詳細検討に対して３Dモデル詳細検討で
は検討時間の大幅削減に繋がっている。
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５

VR・ARシステム（UnityReflect)

21 22

VR・ARシステム（UnityReflect）

UnityReflectとは？
BIMデータをワンクリックで統合しリアルタイムにVR、AR表示できるよう
変換する機能があるシステム。
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VR・ARシステム（UnityReflect）

VR機能の活用（より現実に近い世界でシュミレーションする意味）

・VR空間内でBIMモデルによって事前に施工前の詳細な検討ができた
・LiDARで取得したデータに没入することで遠隔地からでも容易にあたかも現地にいるよう

に確認することができた
・Unityのシステムを利用して複数人で多地点から多角的な検討ができた

現実に近い世界でのシュミレーションにより勘違いや漏れのない検討が可能。
検討の効率化と遠隔地からの検討による時短に貢献 24

VR・ARシステム（UnityReflect）

AR機能の活用

・任意の座標情報を変換したQRコードを現地に設置することで実際の位置でAR表示できた
・埋設物の試掘結果をLiDARで取得することでいつでも現地にAR表示が可能となった

埋設物の可視化 設計BIMモデルの可視化

関係者への情報共有に対して時間短縮と効率化に貢献
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６

簡易点群システム(スマホ：LiDAR)
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簡易点群システム（スマホ：LiDAR）
スマホのLiDAR機能とは？
「LiDAR」とはレーザー光を利用して離れた物体の距離を計測し、記録する
仕組み。これにより「点群データ」や「メッシュスキャン」が取得できる。

ボタン
1つで
登録

可視化データ取得と検討時間の時短や効率化への貢献
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７

まとめ

27 28

４つのシステムの関係性
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発注者・受注者における期待と効果
【期待される効果】

①３Dモデルを基本とする施工管理への適応
②現場の施工手順・施工検討の理解促進
③現場進捗状況の受発注者間の円滑な情報共有
④現場の安全管理補助
⑤不具合発生時の原因究明補助
⑥トラブル発生時のスムーズな情報共有
⑦複雑な工事における詳細設計や施工計画検討における

打合せの効率化
⑧第三者への工事説明の効率化（地元説明や現場見学会）
⑨隣接工事間など工事関係者間の協議調整

～簡単な操作と低コストによる現場の可視化～
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発展性について（現在試行中）

・巡回ロボットや屋内型自立飛行ドローンによる遠隔巡
回と360度画像撮影。

・自動撮影した360度画像やLiDARデータを遠隔地か
らVR内で確認。またMRにて現地に投影させて管理す
る。

さらなる生産性向上への挑戦を続けます
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発展性について（標準化）

リアリティーキャプチャ

設計図やBIMモデル、点群

工程と工事費（４Dと５D）

属性データの登録

情報共有システムとの連携

ダッシュボード化

VR、AR、MRとの連携

ファイル

帳票作成
電子決裁

オンライン
電子納品

立会申請

・４D、５Dシュミレーション
・工程検討、工事数量算出
・進捗管理、３D管理図による可視化
・設計協議
・点群ビューア、３Dビューア
・属性データ、写真画像（360度含む）
・情報共有システム（帳票）
・WEB会議（遠隔臨場システム）
・オンライン電子納品

管理図に
よる可視化

し

C h a p t e r

第3回専門人材未来会議
建設業の現在と未来

ご清聴ありがとうございました
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